
教員の資質能力向上に係る特配（ＣＴ特配）活用推進事業の報告書
明和町立明和西小学校

１ 取組の概要
（１）「四つ葉のぽぷら」を活かした研修の充実

研修主任・学力向上コーディネーター・生徒指導（教育相談）主任・CT の４名の各
主任が連携し、それぞれの視点から、「児童の生きる力の育成」「教職員の資質・能力
の向上」を達成するための取組を「四つ葉のぽぷら」とし、研修の充実を図った。

①教員として身に付けるべき主な資質能力の実態分析
研修主題「自らの考えをもち、多様な考え方を生かして、主体的に学ぶことのでき

る児童」の実現に向けて、学習面・生徒指導面・特別活動の取組に関する悩みや課題
に答えるアンケートを実施し、教職員の必要感に応じた研修となるように計画した。

②教員の資質能力の向上に係る研修カリキュラムの策定
校内研修主任や学力向上コーディネータ

ーと連携して、教員の資質能力向上に係る
校内研修を計画した。授業改善研修と資質
向上研修にバランスよく取り組んできた。

③メンター研修の活性化
メンター研修主任や初任者研修担当教員

と連携し、若手教員の資質能力向上に係る
研修を計画し、研修内容の指導助言をした。
若手の教職員と経験豊富な教職員で情報交
換がしやすくなるようチームを３つに分
け、各チームにチ―ムリーダーを置いた。
研修内容をメンター研修主任が事前にチー
ムリーダーと打合せ、チームリーダーを中
心にチームごとに取り組んだり、合同で取
り組んだりしてきた。各研修内容にあたる
主任（道徳や書写、体育、情報など）が、
メンター（講師）となり、チームリーダー
と連携を図りながら、本校の実態に合った
研修を進めてきた。

（２）学年・学級経営の充実
生徒指導主任と連携し、児童支援委員会の

内容を検討し、委員会における指導助言をし
た。各学年・学級のよいところや掲示物の工
夫を CT 通信で教職員に発信し、規律ある生
活習慣・人権教育の充実及び学級経営の充実を図った。

研修のスケジュール（休校版）
月 日 授業改善研修 資質向上研修

推進・全体： 今年度の方向性について」研推：今年度の校内研修の方向性、スケジュール、組織、研修計画書、研 「

推進・全体： チャレンジアップ家庭学習、漢字・究授業、前期学校指導訪問についての検討 「

計算大会について （学力向上 )」 CO
メンター： 学級開き・教室環境の整え方について」「

（ＣＴ）

メンター： 学習上のルールについて （ＣＴ）全体：今年度の校内研修の方向性、スケジュール、組織、研修計画書につ 「 」

メンター： 清掃指導について （ＣＴ）いての共通理解、前期学校訪問指導一般授業者、後期学校訪問指導 「 」

メンター： 給食指導について （ＣＴ）研究授業者の決定、指導案の形式についての共通理解 「 」

全体： 臨時休校中の学習と今後の見通しについて」研推：今後の研修の進め方について 「

（学力向上 ）CO
担当：プログラミングの授業開始に向けて

メンター： 各班のチーム名決め （ ～ ）各担当：学校再開ガイドラインの作成 「 」 18 22
メンター： メンター研修の方策 （ ～ ）全体：学校再開ガイドラインの共通理解（２回） 「 」 25 29
担当：パソコン室の環境整備全体：学校再開に伴う悩みや課題について

全体：新しい生活様式について（視覚化）資料配付：国語「言葉の力を育てるために」

全体：新しい生活様式について資料配付：国語「漢字の力を身に付けるには」

（手洗い・消毒の仕方）資料配付：国語「これからの図書館教育について」

清掃部：学級対応・縦割り清掃の掲示物作成資料配付：国語「学びの連続性について」

資料配付：道徳「静岡新聞で学ぼう」

メンター： 学級活動の進め方① （ＣＴ）研推：構想シート・一人１授業・単元計画について、授業改善に向けて、 「 」

漢字・計算大会について（学力向上ＣＯ）

全体：構想シート・一人１授業・単元計画について、授業改善に向けて、

漢字・計算大会について（学力向上ＣＯ）

研推：２学期からの研修について ※個・班（学年ブロック）

メンター： 通知表・所見作成について （教務）「 」

全体： を活用した学級作り 生徒指導主任）全体：ＱーＵから見る学級経営のＣ＆Ａ（ＳＣ） 「 」QU （

希望： 教育相談について」 （ ）夏季休業中の研修について ※個・班（学年ブロック） 「 SC
メンター： 読書の勧め・読解力向上 （図書）個・班（学年ブロック ：後期学校訪問指導代表授業者の指導案検討①） 「 」

研推： 全国学力・学習状況調査結果」研推：後期学校訪問指導に向けての検討 「

（学力向上 ）CO
「 」（ ）メンター： 絵画展の鑑賞と評価について 図工

全体： 全国学力・学習状況調査結果について」一人一授業公開開始（学年ブロック） 「

（ ）全体：今後の研修、一人一授業について →１２月へ 学力向上 CO
研推：後期学校訪問指導に向けての日程や分担、中間報告について検討

メンター： 体育の指導法と補助法について」「

（体育）個・班（学年ブロック ：後期学校訪問指導代表授業者の指導案検討②）

個・班（学年ブロック ：後期学校訪問指導代表授業者の指導案検討③）

全体：後期学校訪問指導に向けて日程や分担、中間報告の共通理解

メンター： 人権教育の進め方と実践 （人権）「 」

研推：後期学校訪問指導に向けての日程や分担について（再確認）

全体：後期学校訪問指導に向けての日程や分担について（再確認 、）

今後の一人１授業、資質向上研修について

（ 、 、後期学校訪問指導 研修の進捗状況説明・指導 学力向上対策説明・指導

代表授業・授業研究会）

,研推：後期学校訪問指導における振り返りとまとめ、実践事例集

校内研修（資質向上）アンケートについて

「 」（ ）メンター： 毛筆授業の進め方・書き初め 書写

全体：後期学校訪問指導における振り返りとまとめ

校内研修（資質向上）アンケートについて

「 」（ ）研推：今年度の研修の振り返りと来年度の研修 メンター： プログラミング教育の進め方 情報

全体：今年度の研修の振り返りと来年度の研修についてのアンケート結果

研推：来年度の校内研修について

メンター： 学級活動の進め方② （ＣＴ）「 」

全体：来年度の校内研修について

メンター： 指導要録の書き方 （教務・ＣＴ）「 」

研推：今年度の校内研修に対する振り返りと来年度の研修の方向性の決定

全体：今年度の校内研修に対する振り返りと来年度の研修の方向性の決定



（３）示範授業の実施や参観指導等による効果の検証と情報発信
道徳や学級活動の授業改善に役立つ情報をこまめに流したり、各教室を回って掲示物

の工夫などを紹介したりすることで、それぞれの分野で役立つ情報を共有し、教職員の
資質向上に結び付けてきた。学級活動では、学校全体で掲示物を統一し、学級活動の仕
方を共通理解することで、児童の自治活動を促進させ、自己肯定感・所属感を高めてき
た。

（４）西小の新しい学校生活様式の整備
コロナ禍におけるイレギュラーな対応が求められる中、安全な学校運営をしていく上

で、管理職や生徒指導主任、安全教育主任、給食主任、清掃主任などと連携し、校内の
感染防止対策を提案してきた。また、全職員で共通理解をして感染防止対策や新しい西
小の学校生活様式を実践してきた。

２ 成果（○）と課題（●）
○学校評価の結果において、授業が分かり、楽しいと答えた児童が低学年で９５％、中・
高学年で９０％、授業改善ができていると答えた教職員が８２％と成果が示された。CT
の活動が、児童の学習面の向上と教職員の指導力向上の両面に寄与した。

○メンター研修において、若手教職員と経験豊富な教職員を３つの小集団に分けて情報交
換の場を設定したことで、若手教職員が周囲の教職員と、より関わりやすい雰囲気をつ
くることができた。各研修内容にあたる主任がメンター（講師）となることで、メンバ
ーの教師力向上だけでなく、メンターとしての職能成長を図ることができた。

〇研修主題「自らの考えをもち、多様な考え方を生かして、主体的に学ぶことのできる児
童」という視点から授業を参観し、全職員に向けて教師が意識すると良いポイントを紹
介したことで、職員の意識改革を図ることができた。

○給食指導や清掃指導、教室の環境整備など、学級経営の取組を具体的に提示したことで、
学校全体で統一が図られ、規律ある生活習慣を身に付けさせることができた。

●本校の特配教員の組織構想図「四つ葉のぽぷら」（校内研修・学力向上・生徒指導・CT）
をイメージし、組織の中核として、情報交換しながら、組織的に活動してきた。職務内
容の精選・明確化において、各主任と連携を図り、更に密に計画を立てる必要がある。

●学校全体で統一された学級活動を今後も継続していくために、話し合いのテーマの必要
感の持たせ方、児童同士によるまとめをするための手立てを工夫していく必要がある。

●授業を参観されることへの抵抗感、参観する側の遠慮などがみられる。日頃から、教職
員同士の情報共有を活性化させ、より授業を見せ合える組織作りが必要である。

西小新たな学校生活レベル 8.２1 ＣＴより
県社会経済再開
ガイドライン

警戒区分
「４」

警戒区分
「３」

状態
県内、都内とも
に感染リスクが

大きい

県内の感染リス
ク抑制。都内で

は高い。

学校
×

登校なし
×

登校なし
△

分散登校（週２～３日）
〇

８／２４～ ６／２９～

西小生活レベル レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

新たな学校生活 分散登校

玄関前での検温 有 無 無 無

身体的距離 できるだけ２ｍ程度（最低１ｍ）。
１ｍを目安に

学級内で最大限間隔をとる。
１ｍを目安に

学級内で間隔をとる。
１ｍを目安に

学級内で間隔をとる。

授業

感染リスクの高い教科活動×。
（グループワーク、理科の実験・観察、
合唱・弦楽器演奏、調理実習、密集運

動など）

感染リスクの低いものは可能。 感染症対策の上で通常授業。 感染症対策の上で通常授業。

給食
簡易給食

自分のものは自分で配膳
通常の提供方法。

配膳時、距離を確保する。
衛生管理を徹底し、

通常の提供方法で開始。
衛生管理を徹底し、

通常の提供方法で開始。

そうじ
かんたんそうじ

放：職員による清掃。
共有部は職員が消毒。

学級・廊下・階段のそうじ
ほうき○ぞうきん×机運び×

放：共有部を職員清掃・消毒。

学級対応（特別教室○）そうじ
ほうき○机運び○教室乾拭き（2･3名）

廊下・階段・流しぬれ拭き（1･2名ずつ）
放：共有部は職員が消毒。

たてわりそうじ

係活動 保健・配達係のみ 共有物を扱う活動×

休み時間

廊下

階段・流し

トイレ

※授業中の水分補給を認める。水分補給のさせ方は、学年で統一する。

レベル５

休
校
・
課
題
受
渡
日
検
討

休
校
・
課
題
受
渡
日
設
定

感染症対策の上で通常再開

会話時は一定程度距離を保つ。身体が接触する遊びはしない。
朝の外遊び×→△ 外遊具×→△ 縄跳び○ 外遊びマスク不用(要：距離の確保）

ボール使用△（距離を確保し、少数でのキャッチボール程度）

会話時は一定程度距離を保つ。身体が接触する遊びはしない。
縄跳び○ 外遊具○ 外遊びマスク不用(要：距離の確保）

ボール使用○（距離を確保し、ゲーム性のある運動を認めていく）

距離を確保した一列右側通行の導線提示。私語を慎む。

使用後の手洗い指導の徹底。消毒の奨励。 使用後の手洗い指導の徹底。消毒の奨励。

警戒区分
「１」

県内、都内ともに感染リスク低い。

○

警戒区分
「２」

県内、都内ともに感染リスク抑制。

感染症対策の上で通常活動。

一列右側通行の導線提示。

一定距離確保の提示（０ｍ・１ｍ・２ｍ）。私語を慎む。 一定距離確保の提示（０ｍ・１ｍ・２ｍ）。

西小新たな学校生活様式
教室座席配置  【6月15日～】
・前後左右１ｍの距離を確保すること。【対人距離の確保】【密集防止】【密接防止】
・横１ｍ以上の距離の確保を優先すること。【対人距離の確保】【密集防止】【密接防止】

１クラスの児童数２５人以下
黒板

80cm 80cm 80cm 80cm

70cm

70cm

70cm

70cm
2 4 5 3 1

※数字は、２４人以下のクラスが減らす席の優先順番。

通
行
×

通
行
×

扉

扉

１ｍ以上

増田先生のゴール型「フラッグフットボール」の授業を参観させて頂きました。フラッグフットボールは、ボールを保持し
ているプレーヤーがフラッグを取られないように守備をかわして走ったり、ボールを持っていないプレーヤーが相手をブ
ロックし、味方のプレーヤーを進めたりして得点することに面白さや楽しさがあります。また、守備をするプレーヤーは
ボールを自陣に進められないように、ボールを保持しているプレーヤーのフラッグを取ってボールの前進を止めるなど、
攻守のかけひきの中で攻防を楽しむことができるゲームです。子供達にとってフラッグフットボールは、ボールを持って
走ることができるという特性をもっているため、他のゴール型の種目と比較すると技能的に易しい。また、攻守が分かれ
ているため、作戦の成否が分かりやすく、チームの作戦に対する課題を見付けやすい。さらに、作戦なしにはゲームが
成立しないため、自己やチームの特徴に応じた作戦を選び、一人一人が作戦に基づいた役割を果たすことが求められ
ます。チームで協力し、作戦に対する課題を解決していこうという集団での達成感を味わうことにつながっていきます。

１ 本時のめあてをつかむ。
● 動画や写真等を効果的に
活用し、前時までの学習内容
を振り返らせる。
● 児童一人一人が自分に合
った「めあて」を設定できるよう
促す。
※５分程度で行いましょう。

【対話で学びを深める】
○めあてに応じた話合いができるように、基本的な進め
方（話合いの手順など）を示しながら、話合いに必要な材
料（技能ポイントカード、作戦盤、作戦カード等）を準備す
る。

○喜びや感動のある楽しい授業展開になるように、友達
同士で教え合ったり、協力し合ったりする場面を工夫する
ことで、「作戦が成功した」「教えてもらったポイントを意識
したらできるようになった」等の発言を児童生徒から引き
出す。

【振り返りについて】
○「めあて」が達成できたかを
実感できるように、学習カード
等を効果的に活用し、具体的
な規準に基づいて確認する。
＜例＞
◆具体的な規準を写真や図で
明確に示す。等

【｢追究する｣過程でのめあての設定】
○児童一人一人が能力に応じた「めあて」を設定でき
るように、段階的な課題を提示する。
＜例＞
◆前時の作戦を提示することで、前時の学習の様子を
簡単に想起させる。

◆ゆっくりできる→早くできる。
◆１回できる→２回続けてできる。

第２４号
Ｒ３．２．５ ＣＴ

一人一授業編

２知識や技能を習得する活動を行う。
（活動１）
●課題解決につながる
ドリルゲーム、
タスクゲームを
設定する。等

３習得した知識や技能を活用する活動を行う。
（活動２）
●低学年では、児童が自分で動きを変えたり、考えたりする
活動を設定する。
● 中学年からは、児童が自分に合った練習を選んだり、練
習を工夫したりすることができるような発展的な活動を設定
する。
● 友達同士が交流しながら課題解決する活動を設定する。
※メインの運動は、児童の実態に応じて内容やルールを簡
易化し、習得した技能や知識を活用しやすくする。
※活動１と活動２の組み合わせ例
「ドリルゲーム」と「タスクゲーム」
「ドリルゲーム」と「メインゲーム」
「タスクゲーム」と「メインゲーム」等

４ 学習したことを振り返る。
●学習カード等に学習を
通して分かったことやでき
るようになったことを記入
させたり、動きを確認させ
たりする。
※５分程度で行いましょう。

指導のポイント

【活動意欲を高める】
○「少しがんばればできそう」と
思える活動を設定する。
○楽しみながらメインゲームで活
用する動きを身に付けさせる。
＜例＞
◆課題をスモールステップ化した
練習。

◆ねらいが明確な
「ドリルゲーム」や
「タスクゲーム」。

メインゲーム１回目

前時に色々出
てきた攻め方を
使い、１回目の
ゲームを行う。

ゲーム後、集合
し、全体で良い
動きの共有。 作戦を選ぶ

○○君は、ここを
走ればいいん
じゃない。

○○さんは、足
が速いから、おと
りになったら。

メインゲーム２回目

２回目も同じ相手と対戦させる
と、選んだ作戦の効果を実感

しやすい。

基本的な流れ


